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J・ ジ ャイ ル ズ 『ジ ャ ン ・ジ ュ ネ の 映 画 』

池 田 和 隆

近年のジュネ研究の動向としては,80年 代後半以降アルベール ・デ ィシイ

やエ ドマ ンド・ホワイ トらによる評伝の出版があいついでいることか らもわか

るように1),伝 記的 ・実証的な関心が高まりをみせているといえるだろう。 と

りわけ注目されるのが,そ れまであまり顧み られていなかつた政治作家や映像

作家としてのジュネに焦点をあてようとする動きである。本書 もそうした流れ

を くむ ものであり,唯 一の映画作品 「愛の唄』(1950)を 中心に,構 想段階で

頓挫 した他の未完成作品にもふれなが ら,ジ ュネの映画活動を総体的に把握 し

よ うとする2)。「愛の唄』などのスチールを多数収録 し,映 画鑑賞の手引きと

して読むこともむろん可能だが,緻 密な調査や豊富な資料によつて研究書とし

ての活用にも十分たえるものだ。仏語版の出版か らすでに数年が経過 した現在

でもその重要性はいつこうに色あせていない。

本書には数人の研究者による論考や,ジ ュネ自身による覚え書を付 した未完

のシナ リオなどがおさめ られているが,な んといつて も中核をなすのはジュネ

の映画活動全般にたいする著者ジャイルズの考察である。論述はまず,ジ ュネ

がかなり早 くか ら映画に強い関心を しあ したことや,い く度 も映画製作をここ

ろみるがつねに失敗におわつたことなどを概観する。そののち 『愛の唄』の創

作過程や流通のもようについて言及がなされ,作 品の分析がこれにつづ く。最

後にスチールをもちいた解説や関連情報が併載されており,分 量的には多 くは

ないが読みごたえのある内容となつている。論述にそつて少 しくわ しく見てみ

よう。

『愛の唄』が撮影されたのは1950年,ガ リマール社か ら全集の刊行がはじま

る2年 前のことである。また著者が列挙 している未完成のシナ リオ群を見れば

わかるように,ジ ュネは早期から,そ して以後も長年にわたつて じつに多 くの

映画作品の製作をこころみていた。著者の指摘する実証的事項のなかでもとり
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わ け興味ぶか いの は,自 作 にたいす る ジュネの一定 しない態度 であろ う。 すで

に進行中 の計画を突然破棄 して しま うこと も稀 ではなか つた。 そ うい つた こと

が災 い して実際 に完成 した作品 はわず かに1本 だ ったのである。 その唯一 の例

外 『愛 の唄』 の製作過程 では,ニ コ ・パパ タキス との出会 いがまず重要 な契機

となつた。 ジ ャン ・コク トーによ つて売 り出され,恩 赦 によ つて晴れて 自由の

身 とな つた ジュネは,や がて実存主義者 のたま り場 とな つてい るサ ン=ジ ェル

マ ン=デ=プ レの クラブに出入 りす るよ うにな る。 クラブにつ どう客たちのな

かか ら芸術家 を発掘 していたのがオーナーのパパ タキ スであ つた。彼 との出会

いに よ つて ジュネの映画 撮影 の意 志 は現実性 をお びは じあ,そ の結果 と して

25分 の短編 が完成 したのであ る。

ジュネ作 品が しば しばそ うであ るよ うに,舞 台 とな るの はここで もや は り牢

獄であ る。 あ るとき看守 は奇妙な光景を 目撃す る。格子窓か ら囚人が手を伸 ば

し,隣 室の囚人に花飾 りを手わたそ うと して いる。 さ らに看守 はとな りあ うふ

たつの部屋の奇妙な囚人た ちに気づ き,魅 入 られ たよ うにふ た りを見つ あは じ

め る。彼 らは隣室の囚人の ことを想 いなが ら,壁 を愛撫 した り,壁 の小 さな穴

を とお して タバ コの煙を送 つた りして いるのだ。 この光景 は看守 のエ ロチ ック

な妄想をか きたて る。 しか し囚人 もまたみずか らの幻想世界 をつ くりあげてお

り,画 面 は牢獄 の場面か ら看守 の幻想,そ して囚人 の幻想 へ とつ ぎつ ぎに うつ

りか わ つて い く……。

作品 の分析 にあた つて著者 が採用す るのは主題論 的なアプ ローチであ る。 す

なわち小説 や演劇 な ど他 の ジャンルに属 す るジュネ作 品か ら適宜 引用 をお こな

いなが ら,イ メー ジやテーマ,あ るい は構造 とい つた レベルで 『愛 の唄』 との

共通要素 を さぐるのだ。 た とえば 『愛 の唄』 において見 られ る3層 の語 り(牢

獄,看 守 の幻想,囚 人の幻想)は,『 花 の ノー トル ダム』 には じま り演劇 作品

において さらに発展 す ることにな る,錯 綜 した語 りの構 造 と重ね あわ され る。

また独房のなかで囚人 が愛撫 し性 器を突 きつ けた りす る壁,い わば エロチ ック

な壁 はすで に 『花の ノー トル ダム』で描かれ たものだ つた。壁がつ くりだす循

環 構造 は 『愛 の唄』 に頻出す るが,そ の原型 は 『死刑囚監視」 などのなか に求

め ることがで きる。 また独房か らのぞ く手が もって いる花飾 りは,「 泥棒 日記』

などに見 られ る囚人 と花 の連想を直接想起 させ る。囚人 のひと りが黒人で ある

こと も 『黒人 たち』 の状況設定や,さ らには自 らを異邦人で被抑圧者 であると
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感 じた幼少時の外傷的な体験へとむすびついていく。

後半部に収録されたいくつかの一次資料 も本書の重要な部分をなす。未完成

シナ リオ 「徒刑場LeBαgne」3)お よび 「目の青L2Bteudel'ceiljの 紹介 と

ジュネ自身による覚え書,ジ ュネの映画活動についてのディシイとホワイ トの

対談,さ らにはニコ.パ パタキスへのインタビューなどがそれである。 このう

ちふたりの研究者による対談はジュネの映画にたいする関心の発現からはじめ

て,作 家デビュー後に彼がコクトーらから受けた影響などについて実証的事実

を再確認するかたちですすめられる。 さらに 『愛の唄』の多面的な性格につい

ても言及がなされる。 この映画は,観 客が対象を見つめるという映画の構造そ

のものを内包 した 「映画(形 式)に ついての映画」であり,ま た作品史的な観

点からは牢獄が主要な舞台となる最後の作品でもあるのだ(恩 赦獲得により牢

獄 とは無縁の身分を保証 された翌年に,牢 獄を舞台とする作品から遠ざかると

いう奇妙な一致が指摘されている)。

対談の内容はさらに,ジ ュネ作品の総体のなかで映画はどのように位置づけ

られるべきかという問題へと移 っていく。 ここでとりわけ注日すべきは,映 画

において小説の構造が再構築 されているのと同様に,小 説においても映画の痕

跡が色 こく見 られるという指摘であろう。あきらかにここではジュネの映画を

「失敗 したジャンル」と見 るのではなく,そ れと他ジャンルとの相互的影響の

なかに作品生成のダイナ ミズムをさぐろうという新たな視点が提出されている

のである。またこれは本書全体について もいえることだが,『愛の唄』はけつ

して単独で成立したものではなく,あ くまでも他の未完作品群を母胎としてい

たという意識にもとづき,ジ ュネの映画活動全体を包括的に問いなおそうとす

る姿勢が顕著である4)。

以上のように本書 は,豊 富な資料と説得的な論述によつて,今 後のジュネ研

究にひとつの新たな可能性を示唆した好著といえるだろう。
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